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本 は，日本女子大学に現 する の鉄筋コンクリート造の学生寮「明桂寮」（東 区，佐藤功一設計，清水

組施工，1927 年）の に けた である。まず文 により平面計画と意匠の 来を明らかにし， 自性と重 性

を示す。また文 にてらしながら構造形式の を明らかにし，加えて建 の目視 やコンクリートコ の採 によっ

て施工の実 を推定する。さらにその 水 と鉄筋の 食の関係を分析し，コンクリートの 年 化の にも する

ことを目指す。 も行い，建 の を まえつつ 後の 活用 についても 示していくものである。 
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ARCHITECTURAL ENGINEERING SEEN IN A DORMITORY BUILDING 
DESIGNED BY KOICHI SATO 

              -Durability of the house building for successive use for generations- 
 

Ch. Maho Suzuki 
Mem. Shizuka Hayakawa, Keita Sekimura, Namiko Minai 

 This paper aims to promote conservation of a nearly 100-year-old dormitory building, Meikei-ryo (Toshima City, Tokyo)，designed 
by Koichi Sato. It shows its uniqueness and importance through revealing origins and organization of planning, the façade and 
structural design. It deals with existing researches, contemporary literature, and firsthand materials such as drawings and archival 
documents. It also provides a new insight to studies of mechanism of deterioration of reinforced concrete and old construction 
practices through observation of the structure and analysis of compressive strength measurement. It offers conservation strategies with 
the result of the earthquake resistance check. 
 
1. の  

本 は，日本女子大学にある築 100 年近い鉄筋コン

クリートの学生寮「明桂寮」の に けた である。 

まず高等教育における寄宿舎の計画の歴史の中での

明桂寮の 自性を明らかにし，またその外 インの

来を み いていく。さらに，鉄筋コンクリート（ ）

造建築の 明期の事例であるので，かつての施工 や

現代と なるその構造設計手法と 性も する。こ

れらにより明桂寮が に することを示すとともに，

計画史 ，構造史 ，建築家佐藤功一の に し

い 見を えることを目指す。 

同時に，明桂寮は約 100 年 続してきた 重な 造

建築であるため，コンクリートの 化 とそれにかか

わる も ，分析する。なお， の 化の で中

性化や 度等を しく分析し，その を

で引用する関係上， 化 を先に し，構造 が

続く構成とする。また の方法は で 述する。 

 

2. 明桂寮の計画  

2.1 の  

日本女子大学の学生寮 の歴史については，文

や ， 寮生への き 等による が行われてき

た文 1～2)。そのうち明桂寮については， 面や ，

をもとにした 的 文 3)～5)や文 とイン

ーによる住まい方の が行われてきた文 6)が，同時

代の の中では位置づけられていない。本 では日

本女子大学とその建 に関する文 文 7)～ )および明桂寮

の 出の 面・ 文 )～10)を見 しながら， の発

を進めた文 11)～13)。また同時代の寮舎や住宅についての

文 文 14)～19)，そして佐藤功一や 式建築に関する文 文

 

ていくことが められる。こうした 組みは， 地 生

に まらず， 住区に分 する 営住宅 地を活かした

ニ ー ン の 生にもつながるものと われる。 

2） 山 地の 生・活用の リ  

山 地は中 部に ッ ン ン ーがあり，

高 居住者が増えていることからも， リ １に っ

た 化に した 地と えられる。生活 便施設を

実させ， 地住 のみならず近 住 にとっても住み続

けやすい住 とすることが期 できる。た し，現時

でも立地の 便性は高く，自動 による 動が一 的

なため， 山 地内に 機 を配置することの効

や， に機 配置した場合に 分な 用が見 めるかに

ついては 重な が である。 

また，4 1 で述べたように，地 の 間 住宅が

えられない を 営住宅が バーすることが えられ

る。すなわち住宅 ー ットとしてのみならず，

リ ２に従い 年の成長 の受け として機 す

ることで 営住宅ストックの有効 用を る。 年 を

引きつけるには，住宅の設備 と面 の に加え，

場の 実が である。それにより 年 を引き寄

せる ン として機 させ， らが転出時に 内もしく

は近 自治 にとどまることにより地 の人 構成

とコ ニ を 続的なものにすることが期 される。 

居住者の高 化は 実に進んでいるため， リ ３

により見 り等の生活 を住宅 に組み むことの

性が 後増すのは かであ う。た し， 山で

は 高 者の増加は現時 で 化しておらず，それ

よりも近年増加する外 人 と一人 への を

進める がある。 後，外 人 や一人 の比

率が上 すると，住 による自主 が しくなること

が される。そのため，もし共同事 として居住

法人を組み入れるのであれ ，外 人 や一人

への が な法人を ぶことが であ う。 

3） 営住宅 地の 生・活用の リ  

リ １を通じてニ ー ン内の生活 便を 上

させることと並行して， 年 の 在 を する

リ ２を 入し，ニ ー ン の人 動を

するために 営住宅を 的に活用する。その とし

て， 北 ほど 化が進んでいない の 営

住宅では，ニ ー ン外の 間 住宅や分 住宅に

転出している 年 や子育て の 性を す

ることが である。 営住宅を した らの住み え

動 について，家 型および転出先の住宅 型，生活

行動や住居 担の比較等の から明らかにし，転出

先としてニ ー ン内の 建て ち家が されるこ

とを す施 を 入する。一方， 営住宅としては，

年 を引き寄せる ン としての機 を転入面で 化す

るために な住 の 善， 場の のほか，入居

の 和等が められる。  
また，現時 では高 化に う が 北 ほどには

在化していないため， リ ３の高 化・ 化

に う見 りや を する への は，中長期的

に り組む となる。その ， 年 にとって日 的

な 担とならない住宅 手法を構築できるかどうかが，

リ ２との関 において重 である。 
 

.3  

本 では，３つの にある 外立地の 営住宅

地について実 を した。それをもとに， 後の活

用・ 生方 のあり方や について する。 

地方 の 外に立地する 営住宅 地は，

の人 少が加 する中， との人 動 や居住

者 性， ・ 計画の方針， ち家・ 家 場

の 性等に する を有しており，住宅 として

の住宅 ー ットを超える や がある。

をもとに，大きく３ の を指 することがで

きる。 
とつは，人 少社 の との びつきを

め， の 来 （ 計画）に 営住宅 地を位置づ

けることである。そのためには， 化 区 の開発

制等と一 となった 営住宅 地の 生により す

る 周辺部の「 」として活用することが められる。 
そのためには，地方・ 外の住宅 性（ ち家中

・自動 用が 等）に し， 間 住宅 場

の 性を すべく，住宅や住 の 善により，

年 の 在的な住宅 を していくことが 2 つ目の

として指 できる。 
さらに， 営住宅 地の居住者の高 化や 化，外

人の増加等に し， 地自治 主 の住宅 手法

を見 し，地 の実 に じた な 用により， 々

な専門機関・人 等と 切に ・活用することが め

られる。さらに，高 化する 外住宅地における ・

見 り等，地 の ー ット として を

たしていくことが期 される。 

 

 

に いた いた住宅事 者・ 者， 地自治 等

の に く し上げます。 

 

 

1) 日本建築学 ・建築社 ス 「人 少時代

の自治 居住  ～ ， び 営住宅 を う」，2018

年度日本建築学 大 パ ル ス ッ ン  
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20)～23)を用い，計画や意匠を歴史的に位置づける。 

2.2 明桂寮建設の背景 

1901 年に創立した日本女子大学校（当時の制度では専

門学校）は日本における女子高等教育の草分けである。

創立者成瀬仁蔵は「注入的」「機械的」ではなく「開発的」

「自動［自発］的」教育法を説き，学生寮もその実践の

場として重視した。寮舎は兵営のようではなく 10 名程度

を１つの家庭のようなまとまりとできるような規模とし，

寮生は舎監から感化を受けながら，しらずしらずのうち

に自ら規律ある生活と善良な家庭を営めるようになるこ

とが目指された注1)。 

創立当初の寮舎の例を見ると，2 階建て和風住宅を 3

から４軒横につなげたようなつくりであり（図２-１），1

軒（1 寮とする）には 20 名超が住まうことになった。居

室については，個室はなく，畳敷きの居室をサイズによ

り 2 人から 7 人くらいで共有した。その後も 1 棟 1 寮か

ら 3 寮からなる寮舎がキャンパス周辺の敷地に建てられ， 

最終的には現在の寮地区である金山地区に集約された注

2)。明桂寮がその一角に開寮したのは 1927 年 9 月 1 日で

あった（図２-２）。 

 明桂寮は，鉄筋コンクリート造の地上３階・地下 1 階

建てで，4 人部屋 26 室，合計 104 人，それに，寮監 1 名， 

副寮監2名，女中4名を加えた111名で計画されており， 

 
図２-１ 創立当初のキャンパス内の寮 

 

図２-２ 寮地区の配置図（1957 年。上が真北） 

図２-３ 明桂寮平面図 

（左から地下１階，地上１階，２階。３階は２階と同様） 

従来の寮にくらべて大規模になっていた。また，徐々に

増えつつあったイス，ベッドで暮らす洋風の寮舎の一つ

である。日本女子大学校の校舎は清水組が設計・施工と

も手掛けることが多かったが，明桂寮および同時期の校

舎建築 2 棟は，引き続き同社が施工を担いつつ，設計は

1925 年に大学校教授に着任した建築家・佐藤功一（1878

年-1941 年）が行った。 

2.3 明桂寮の平面計画 

明桂寮の平面的外形（図２-３）は，大きくみると L

を反転させた逆 L 字形で，L の縦の部分が南北にのび，

横の部分が東西にのびている。1 階南面部分が一部突出

して 2 階にバルコニーを形成しているが，ほかは１階か

ら３階まで同じ位置で壁が立ち上がっている部分が多い。

L 字縦部分の北端に正面玄関，その西側に学生用玄関が

あるほか，上階に続く階段，寮監室，主婦室（学生の「主

婦当番」が使用する部屋）と便所が集められている。そ

れらの間を通る中廊下をたどって奥に進むと南面する大

きな食堂室に至り，その西端に台所や女中室が置かれた。

また入隅部にもう１つの階段があり，地階へはここから

降りていく。２階以上は，中廊下の両側に寮生の居室が

並べられた。 

1) 中廊下型の居室配置 

こうした平面構成の内，まず寮の根幹である居室の組

織の仕方，すなわち居室と廊下の関係について比較分析

してみたい。 

近代日本の学生寮の歴史を振り返ると，明治期の官立

大学では寮の施設があまりみられないが，官立高等学校 

および専門学校，そして私立大学では寮舎を備えること

が多かった。それらのうち平面のわかる事例を見ると，

東西に長く延びる木造 2 階建に廊下を通して居室をおさ

め，１階の端部や別棟に食堂や浴室をおき，複数の棟を

渡り廊下でつなぐ形式が多い。明治初期は廊下の両側に

居室が並ぶ中廊下形式もあったが，後期になると南側に

居室を並べ，北側に廊下をわたす北側片廊下が多くなっ

てくる注3)。それは文部省が 1895（明治 28）年に出した

学校建築の指針で，採光と効率性を重視して，北側片廊

下を推奨した注4)ことが関係していると推測される。一方，

創立期の日本女子大の場合，先に述べたように，東西に

長い棟ではあるものの長大な廊下でつなぐことはせず，

ある程度の規模で区切っている。そして，1 階，2 階とも

居室は南面させる一方，1 階では中廊下をつくり，北側

に台所と食事室を配置するのが定番のようであった。 

また明桂寮建設から少し後の時期に出版された『高等

建築學』の第 20 巻「学校」に「寄宿舎」の項があり設計

指針が示されている。そこには廊下と居室の関係につい

てのはっきりとした説明はないが，就寝場所と学習スペ

ースを別の部屋にする場合に，北側片廊下としてすべて

南側に配置するか中廊下をはさんで両側に配置するかを
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から４軒横につなげたようなつくりであり（図２-１），1

軒（1 寮とする）には 20 名超が住まうことになった。居
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図２-２ 寮地区の配置図（1957年。上が真北） 

図２-３ 明桂寮平面図［web版では非公開］ 
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増えつつあったイス，ベッドで暮らす洋風の寮舎の一つ

である。日本女子大学校の校舎は清水組が設計・施工と

も手掛けることが多かったが，明桂寮および同時期の校

舎建築 2 棟は，引き続き同社が施工を担いつつ，設計は

1925 年に大学校教授に着任した建築家・佐藤功一（1878

年-1941 年）が行った。 
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横の部分が東西にのびている。1 階南面部分が一部突出

して 2 階にバルコニーを形成しているが，ほかは１階か

ら３階まで同じ位置で壁が立ち上がっている部分が多い。

L 字縦部分の北端に正面玄関，その西側に学生用玄関が

あるほか，上階に続く階段，寮監室，主婦室（学生の「主

婦当番」が使用する部屋）と便所が集められている。そ

れらの間を通る中廊下をたどって奥に進むと南面する大
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および専門学校，そして私立大学では寮舎を備えること

が多かった。それらのうち平面のわかる事例を見ると，

東西に長く延びる木造 2 階建に廊下を通して居室をおさ

め，１階の端部や別棟に食堂や浴室をおき，複数の棟を
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南側に配置するか中廊下をはさんで両側に配置するかを



 
じている。その場合「 筋コンクリート造寄宿舎に

ては 上，［中廊下をはさんで寝室と自習室を配置す

る］（ ）の配 が用 られるが［北 きの部屋ができて

しまうので］ である。」とあった注5)。つまり中

廊下にすることは「 」なことであり， 用や敷地が

せ 引き続き北側片廊下が まれた。例え 佐藤功一

が設計した 女子大学の寮（1931 年）は， 造なが

ら 外の 大な敷地でコの字形の ったりとした平面を

ち，北側片廊下で南面居室を多数実現させている注6)。 

一方，敷地が しても東西に長い宿舎を まない場合

もある。同時期の 造のもう一つの事例である学習 高

等 和寮（1928 年）では，敷地が比較的 く東西方

に長い宿舎を ることができた。しかし実 は である

ものの 2 階建ての寮舎 4 棟に分棟し，内部は中廊下型と

した注7)。この寮はイ リスのイートン校の寄宿舎を模

としたといわれており，それがこうした住宅並みの規模

を し，さらに中廊下の平面構成を いたと えられ

る。よって 性や実用的 けでなく， があっ

て中廊下になることもあったよう 。 

以上を まえつつ明桂寮がおかれた を えると，

まずは敷地形 という現実的な が大きい。明桂寮の

敷地はやや南北に長く，また北側で する寮が り，

東側，南側にも高 があって，使える 地が逆 L 字形

そのものであったからである（図２-２）。ここで を

して東西に長い片廊下を 2 棟 るよりは，コストも え

られる南北に長い中廊下を る方が 善の であ う。 

た 中廊下にするにあたってある程度の ルを

っていた 性がある。『高等建築學』に された

リ の学生寮の事例のほとんどが中廊下の構成であるか

らである。また平面 がわかる例では 字形や 字形

となっており，明桂寮の逆 L 字形の明桂寮が自 なもの

に見えてくる。敷地の制約がある中でも，設計者はある

程度の専門的 けと自 をもって中廊下の平面計画を

進めたのではない うか。 

  

図２- 建 （1935 年） の の 寮 

2) 食堂・台所の  

明桂寮は，食堂や台所に南面する見 らしのよいスペ

ースを えているのも である。台所では出 をつけ

て 3 方 から光を り入れているのと同時に，北西に

のない 蔵 を配置し西日を いでいた。 場も地下

ながら南面 地にあるため日当たりがよい（図２-３）。

従来の日本女子大学の木造寮では，居室は ず南面させ

る一方， りの機 を１階の北側に置いていたので大き

な 化である。 

こうした をもたらした は，当時の家 の主

任教授で後に学長となる 上 の が えられる。

女の 『最 家事 』（1926 年）には， は南東

きとし食 や食 の がよくわかるようにせよと

かれているのである。家 学を主 する学校としての共

用 間，家事 間に する え方が れた平面といえる

のではない うか注8)。 

2.  明桂寮の様 と  

以下では サード インをまとめあげた建築

式を していく。 

本建 はコンクリートの を平 な ル ルで仕

上げており， 学的で「 ン」との を える。

しかし ールをつぶさに見ると，西洋で 的に用

いられてきた建築 ー が多くみられる。しかもそれ

らには ックとル サンスの が 在している。 

まず，壁面 の構成（図 -１ ）を見るとル

サンス的である。1 階には 々な突出部があるものの，

２，３階は同じ平面上に壁が立ち上がっており，そこに

が 等に られて「 」「 和」を感じさせられる。

食堂の 4 の ー にはサンバースト型の を入れ，

また室内において の入った 式の開き が多く，

の 式に することを示している。 に外壁 部

のコーニスもしっかり インされている。 

一方 ールには ックの が を出してい

る。例え ，１階に 2 か所ある多角形平面の突出部は「ベ

イ・ ンド 」と 別できる（図２- ）。また ー
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室内については先行 が で している注11)

が，壁 は の壁 で， の ン の 仕上げに 

 
20)～23)を用い，計画や意匠を歴史的に位置づける。 

2.2 明桂寮建設の背景 

1901 年に創立した日本女子大学校（当時の制度では専

門学校）は日本における女子高等教育の草分けである。

創立者成瀬仁蔵は「注入的」「機械的」ではなく「開発的」

「自動［自発］的」教育法を説き，学生寮もその実践の

場として重視した。寮舎は兵営のようではなく 10 名程度

を１つの家庭のようなまとまりとできるような規模とし，

寮生は舎監から感化を受けながら，しらずしらずのうち

に自ら規律ある生活と善良な家庭を営めるようになるこ

とが目指された注1)。 

創立当初の寮舎の例を見ると，2 階建て和風住宅を 3

から４軒横につなげたようなつくりであり（図２-１），1

軒（1 寮とする）には 20 名超が住まうことになった。居

室については，個室はなく，畳敷きの居室をサイズによ

り 2 人から 7 人くらいで共有した。その後も 1 棟 1 寮か

ら 3 寮からなる寮舎がキャンパス周辺の敷地に建てられ， 

最終的には現在の寮地区である金山地区に集約された注

2)。明桂寮がその一角に開寮したのは 1927 年 9 月 1 日で

あった（図２-２）。 

 明桂寮は，鉄筋コンクリート造の地上３階・地下 1 階

建てで，4 人部屋 26 室，合計 104 人，それに，寮監 1 名， 

副寮監2名，女中4名を加えた111名で計画されており， 

 
図２-１ 創立当初のキャンパス内の寮 

 

図２-２ 寮地区の配置図（1957 年。上が真北） 

図２-３ 明桂寮平面図 

（左から地下１階，地上１階，２階。３階は２階と同様） 

従来の寮にくらべて大規模になっていた。また，徐々に

増えつつあったイス，ベッドで暮らす洋風の寮舎の一つ

である。日本女子大学校の校舎は清水組が設計・施工と

も手掛けることが多かったが，明桂寮および同時期の校

舎建築 2 棟は，引き続き同社が施工を担いつつ，設計は

1925 年に大学校教授に着任した建築家・佐藤功一（1878

年-1941 年）が行った。 

2.3 明桂寮の平面計画 

明桂寮の平面的外形（図２-３）は，大きくみると L

を反転させた逆 L 字形で，L の縦の部分が南北にのび，

横の部分が東西にのびている。1 階南面部分が一部突出

して 2 階にバルコニーを形成しているが，ほかは１階か

ら３階まで同じ位置で壁が立ち上がっている部分が多い。

L 字縦部分の北端に正面玄関，その西側に学生用玄関が

あるほか，上階に続く階段，寮監室，主婦室（学生の「主

婦当番」が使用する部屋）と便所が集められている。そ

れらの間を通る中廊下をたどって奥に進むと南面する大

きな食堂室に至り，その西端に台所や女中室が置かれた。

また入隅部にもう１つの階段があり，地階へはここから

降りていく。２階以上は，中廊下の両側に寮生の居室が

並べられた。 

1) 中廊下型の居室配置 

こうした平面構成の内，まず寮の根幹である居室の組

織の仕方，すなわち居室と廊下の関係について比較分析

してみたい。 

近代日本の学生寮の歴史を振り返ると，明治期の官立

大学では寮の施設があまりみられないが，官立高等学校 

および専門学校，そして私立大学では寮舎を備えること

が多かった。それらのうち平面のわかる事例を見ると，

東西に長く延びる木造 2 階建に廊下を通して居室をおさ

め，１階の端部や別棟に食堂や浴室をおき，複数の棟を

渡り廊下でつなぐ形式が多い。明治初期は廊下の両側に

居室が並ぶ中廊下形式もあったが，後期になると南側に

居室を並べ，北側に廊下をわたす北側片廊下が多くなっ

てくる注3)。それは文部省が 1895（明治 28）年に出した

学校建築の指針で，採光と効率性を重視して，北側片廊

下を推奨した注4)ことが関係していると推測される。一方，

創立期の日本女子大の場合，先に述べたように，東西に

長い棟ではあるものの長大な廊下でつなぐことはせず，

ある程度の規模で区切っている。そして，1 階，2 階とも

居室は南面させる一方，1 階では中廊下をつくり，北側

に台所と食事室を配置するのが定番のようであった。 

また明桂寮建設から少し後の時期に出版された『高等

建築學』の第 20 巻「学校」に「寄宿舎」の項があり設計

指針が示されている。そこには廊下と居室の関係につい

てのはっきりとした説明はないが，就寝場所と学習スペ

ースを別の部屋にする場合に，北側片廊下としてすべて

南側に配置するか中廊下をはさんで両側に配置するかを
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図２-  明桂寮 。 ン が 。

 
図２-  上 と ス  

（ は 197 年 の） 

図２- の の （1 5） 

巻型の が施されている。 室には の い

の と壁 が入り， 的に クトリ ン時代のイ

ン リ といった風 （ 以外は現 しない）。 

た し，佐藤功一は１つの 式を に 現すること

を とする建築家ではないということも述べておかな

けれ ならない。佐藤は学校建築や 堂建築では

ックを， 舎建築では堂々たるル サンスや 主 建

築を，と場面に じて 式を自在に使いこなし，また歴

史 式をそのまま模 するのではなく，時に ー

ンを し を組み立て すなど私 式化していた。

明桂寮の台所設計でも，多角形の平面が出てきたのは最

後の方とみられ注12)， 式ありきで外 を計画したので

はない う。まず，学生寮という用 のために比較的

な立面となりやすい一方，逆 L 字という平面外形に

おさめる 上， な構成になる 地があった。日

本の住宅に近い という や， い女性が住まう場に

さわしい やかさや さから， 式で えるの

が 当と えたのではない うか。 

一方「 ン」指 ではないものの， は えめで

あり， クス ャーを感じさせない外 となっている

を に 視するわけにはいかない。佐藤は，どの建

とは わないものの「 ッ ンの建築を行つて

を した」と ったと えられており注13)，また後にイ

ン ー ル 式に近い外 の建 を設計したこと

もあり， しい にも 感であった。佐藤自 の

ッ ンの見方としては，一つに， は 式なが

ら を多く採用しつつ， 部は やかで 自の を

い めるものを「 ッ ン式」（例え ッ

ン や ル スなど）とし，もう一つは ットー・

ーが ったような「用 を正しく し させ

る」「合 的で 的な構造を採用する」という 度を「

ッ ン的手法」として，後者を した。同時に「先

ず在来の 式を 分に した後に，日本の や構造

風習等に良く合 にするとい 方法を らなけれ な

ら 」とも述べていて 1 ， 式をベースとしながら

を えた明桂寮の ー に合 する。明桂寮の

外 は，近代という時代に さわしい建築をもとめて佐

藤なりに 行 をした の一部といえよう。 

 

3. ン 建 の  

3.1 の  

大正から 和にかけての日本の建設 は，鉄 造，

造建 が していく時期にあった。その 性を

すべく 地建 法施行規 （以下 法。明桂寮 近

では 1926 年 正）が やコンクリート 度，配筋を定

めていたほか，日本建築学 が施工方法を建築仕 と

して 時発 し（明桂寮 後では 1923 年と 1929 年），実

の とされた。一方 工事では実 の使用機 やコ

ンクリートの配合等を「 築工事仕 」という に

すもの った。明桂寮についてはそうした は発見

されなかったので，同時代の出版 に見られる 的手

法文 24)～26)，注15)や清水組の施工手法で 明していること文

27)～28)を まえながら，明桂寮建 に る やコンクリ

ートの ，配筋 などからからわかる を加えて，

建造 程を していく。 

3.2 同 の と建  

この時期のコンクリート型 工事については 1928 年

行の「建築學 パン ット第 1 第 筋コンク

リート構造施工指針」が しい。それによれ ，型 は，

高さは 長（1 ）分，また壁は水平方 にいくつか

に分 しながら建てこんでいく。現場で ら を組んで

いくが，壁では を横使いとし，縦 をあて，さらにそ

の外側から水平の「 し」をあてる（図 3-1）。それら

を鉄 でつないでしめつける一方，内側への れこみや

ずれを ぐ パ ー ー（間 片）として ，鉄 ，コ

ンクリート ック，木 などが げられた。また型

内を清 し水をながしかけられるようにするため，下方

の 1 を外せるようにせよとあった注16)。 

一方清水組においては， 工場ではじめから ら

を でつないで２ （60 180 ）の定 パ ル

とする「 式 型 」を 1924 年に実用 として

し，用いるようになっていた注17)。この場合， ら は 2

長さの縦使いとなり，横 （ ）でつないで， し

は縦使い った（図３-２）。明桂寮の仕上げ 所で 
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ンクリート ック，木 などが げられた。また型

内を清 し水をながしかけられるようにするため，下方

の 1 を外せるようにせよとあった注16)。 

一方清水組においては， 工場ではじめから ら

を でつないで２ （60 180 ）の定 パ ル

とする「 式 型 」を 1924 年に実用 として

し，用いるようになっていた注17)。この場合， ら は 2

長さの縦使いとなり，横 （ ）でつないで， し

は縦使い った（図３-２）。明桂寮の仕上げ 所で 
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は，17 ン 程度の が縦使いで用いられている が

見え， 式 型 が用いられことがわかる（図３-３）。

一方，別の個所では縦横使いが 在しており， 式であ

っても な使い方があったわけではないよう 。また

鉄 が している 所（図３-３）があり， 式でも

め け方は同じ ったことがわかった。 

鉄筋工事については， は 形鉄筋を加工せず使

っていたが， を て ックの重 性が され，

用の面から に ックをつけることが主 になった。

明桂寮も鉄筋 出部の目視で であることが され

た。 面によれ 多くの鉄筋端部に 90 度の ックがつけ

られ，壁は ル配筋 った。かぶり さを 面から

うと は１ （30 ）で設計されていた。しかし主筋の

外側に渡された 筋はあまり みを って されてお

らず，かぶり は主筋に してのもの った 性があ

る（図３- ）。なお 1926 年 の 『 工事の実 』

にはバーサ ートの （図３- ）もあったが，明桂寮で

できる 所に見ることはできなかった。 

3.3 同 の ン ， ，  

みに使用するコンクリートの配合については，

1920 年代の として， ントと のみの比 けが

定められていたということが られている。 実な 度

の発現のために現在最も重 視される「水・ ント比

（ 位 の ントにおける水の重 ）」 は 1918

年に で発 されていたものの，日本での実 的な

入は 1930 年こ であり，日本建築学 の建築工事仕

に り入れられたのは 1932 年の 時であった。明桂寮

に 用されたとみられる 1923 年の仕 でも， ン

ト （ ） （ または ）が 95 ン

ド 2 立方 ［ ］4 立方 と け定め

られており，水 への はみられない。 

によれ ， 入 は施工しにくい壁や

では水を増やし，施工しやすい 等水平面は りと

とした 性が高いとされ，実 ，複数の同 パー

ト ントから採 したコンクリートコ のうち の

度が高く出ている注18)。『 工事の実 』でも，「  

の ち みにおいては を少なくする から水を少

し多くする」とある。一方，1928 年 である「學 パン

ット」は，施工が しい場合は のサイズで

し，水， ント比は一定にせよとしていて注19)明桂寮

建設当時は え方の転 のさなかにあった。 

壁の ち方について引き続き「學 パン ット」の

説をたどれ ，一か所 けで ち むと めの 目

や （ ャン ）ができることがあるため，できる

け 一に行うこととしている。1923 年の学 の仕 に

よれ 「一 の ち み高さは 6 （180 ）まで」であ

るが，「パン ット」はより 重で 1 （30 ）程度と

している。同 上 下 パート ントの ち み高さ

は 30 から 50 との がある。 

めについては，壁や の一番下の方は 面から

3，4 と くなるため き めしにくい，と注意が さ

れている。 として 3 ，長さ 2-4 の の先端

に「鉄 ［ 鉄のこと］」をはめたものを用いるが，壁の

場合，先端がより 平な工 が 当である。これらを

ち み から配筋の内外にさしこんでおき， ち む

とに き める，とあった。また 版は いため施工し

やすいが， 所まんべんなく き めるのは しく，

すると 版 部で主筋が見えたり になることが

あると注意を している。 

3.3 ン の から か の  

続いて明桂寮のコンクリート施工の実 を建 に

る や 度から推定する。まず ち み高さにつ

いて，仕上げ 部を した 30 と 60 が 在

していた。60 が されたのは開 部近くであるので， 
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の外側から水平の「 し」をあてる（図 3-1）。それら

を鉄 でつないでしめつける一方，内側への れこみや

ずれを ぐ パ ー ー（間 片）として ，鉄 ，コ

ンクリート ック，木 などが げられた。また型

内を清 し水をながしかけられるようにするため，下方

の 1 を外せるようにせよとあった注16)。 

一方清水組においては， 工場ではじめから ら

を でつないで２ （60 180 ）の定 パ ル

とする「 式 型 」を 1924 年に実用 として

し，用いるようになっていた注17)。この場合， ら は 2

長さの縦使いとなり，横 （ ）でつないで， し

は縦使い った（図３-２）。明桂寮の仕上げ 所で 
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おそらく 1 の り は同じ が開 部の 在によ

り なコンクリート が少なくなり，高さが増したと

えられる。つまり 本は 1 であったと える。 

に 度 の （ ３-１）を見ると， 12 か

所から採 した のうち，水平 （ ）2 か所が最

も高く， と同 の を示した。そして壁から

採 した の中では下階の方がやや 度が高く，上階

に行くと いものが出てくる。また採 したコ を

すると，１階で ー スな個所が複数見受けられた。こ

うした から，下階では りでコンクリートの り

が く，それをうけて，上階にいくにつれて水を増やし

つつ き めも習 していったことが推測される。た

度が「 い」といっても当時の 度（13 5 ）

は えており，やみくもに水を増す，ということではな

かったよう 。 

また片 ちの階段 り場や の下面で鉄筋が び，

出している 所があった（図３- ）。学 パン ット

の見方に従うなら ， い水平部 えの突き めにく

さが現れたといえる。 

また２階南面壁の ス に する部分で，鉄筋が

出し するほど びている 所があった（図３- ）。

かぶり さが していた 性もあるが， が し

いため，2 階 の でコンクリートがうまくまわらず，

くから水が入り んでいた 性も えられる。 

 

. ン の  

.1 の  

の構造 において最も けなけれ ならないこと

は， 度の 下につながる鉄筋の であり，それをもた

らすコンクリートの中性化が建 の の指 となって

きた。中性化以外ではコンクリートの 水 が 食を

いている 性が指 され 近年それに着目した

が進められてきた文 29) 30)。た し水か のいずれかが

されていれ 発 は らせることができ，コンクリ

ートが 時 っている（ 度で 90 以上）もので発

しにくい が されている。逆に したり っ

たりを り返すような場所では， に れることで中

性化が進行し， のもとである と水分が に

されて発 しやすいことがわかってきた。また 分なか

ぶり は，この による を する上で重

であることが指 された注 36)。 

本 においては，コンクリート の 4 か所，鉄筋

本分の発 を し，その近 および別の個所の

壁 の 面と内部で 水率（ 度）を測定した。

また による壁の び・ 部分を目視 した も

あわせて， の進行度合いをもたらした を する。

なお とかぶり さの関係については 採 ・測定

を した 式 社 洋コンサル ントの 中

より 示 をうけ着目・分析した。 

.2 の と ，  

 まず，最も が進行した ード にあたるのは，南

西端で ル ル仕上げが し，鉄筋が壁 面まで

出している 所であった。た し，同じ個所を奥の方ま

で ってみると ード２のものも見られる。 に外階

段の り場の下の西壁が， 掛がないにもかかわらず

ード３， に 2 階北壁が ード２，地下内壁が

ード１であった（ -１）。 

に のある個所についてかぶり さ 近の 水率

を見ると，いずれも４～ であり， が発生するとさ

れる３ を超えている。た し ードと水分 が比例

するなどの関 性は見い せなかった。発 にかかわら

ず 々な個所の 水率を見ると，壁の 面とかぶり さ

近とも２ 程度のもの（２階南側）がある一方， 面

は いていながら内部 け４～ に しているものも

あり（１階南側），そこでは らかの水の がある

性がある（ -２）。 

また中性化については，まず室内の方が進みやすいと 
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なお とかぶり さの関係については 採 ・測定

を した 式 社 洋コンサル ントの 中

より 示 をうけ着目・分析した。 

.2 の と ，  

 まず，最も が進行した ード にあたるのは，南

西端で ル ル仕上げが し，鉄筋が壁 面まで

出している 所であった。た し，同じ個所を奥の方ま

で ってみると ード２のものも見られる。 に外階

段の り場の下の西壁が， 掛がないにもかかわらず

ード３， に 2 階北壁が ード２，地下内壁が

ード１であった（ -１）。 

に のある個所についてかぶり さ 近の 水率

を見ると，いずれも４～ であり， が発生するとさ

れる３ を超えている。た し ードと水分 が比例

するなどの関 性は見い せなかった。発 にかかわら

ず 々な個所の 水率を見ると，壁の 面とかぶり さ

近とも２ 程度のもの（２階南側）がある一方， 面

は いていながら内部 け４～ に しているものも

あり（１階南側），そこでは らかの水の がある

性がある（ -２）。 

また中性化については，まず室内の方が進みやすいと 
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5.2 地建 の 建 の 設計 

法時代の 建 の構造設計は，地 重などに し

て 形を えて する「 構造 」が 配的で，ま

た現在のように動的な地 に する計 は行わず，

的な 度設計が行われた。 

的な計 手法としては，関東大 後（1924 年に

法 正）から 和 12 年くらいの時期は， 性 析

法であるたわみ角法や ー ント分配法をベースとして，

壁の水平 性を する を 入して 化した「

法」が用いられた。これは内藤多 が「 構構造

構造 」（1922-23 年）で したものである。そこでは

門型 ー ンの を１とした場合， 開 壁が 8～20

であるが，現在の壁式構造の計 では ントされない

部 ，例え ー のある が 2～4，開 部のある外壁

も 5～15 と され， の構造に比較的少ない壁 を

加えて 構の水平 位を 制するという設計 であっ

た。本建 には壁 ，壁 を ・ とした部 があり，

また構造計 もそうした ー 構造として ってい

るため，壁式ではなく 法の 組みで計 されたとみ

られる。 

なお，現在も，超高 建築を け 度により

構造設計が行われていることは同じである。た 重

が なっており，たとえ 水平 重は現在 法

によるが当時は 度法で 分程度の である一方，地

時 重はやや大きめに設定されている。また設計

度が 期 当で現在の 1 2～1 3（ 3）であった。 

5.3  

以下 に な項目を に述べていく。 

1) 構造部 面  

本建 の設計 として，設計 び構造計 が さ

れている。当初の設計 と現 平面を比較したとこ ， 

 
図 -１ の （1 ） 

地下階の一部のみ があったが，その は につい

ては 面どおりであったため， の構造 から し

て を行った。部 についても，構造 と現地で

した ・ のサイズにほ はなかった。また壁 に

ついては，コンクリートコ を採 した部位については，

設計 通りであることを した（図 -１）。 

2) 歴外  

 外 にあらわれたコンクリートの び， ，鉄筋

出については .で述べた通りである。そのほか，西壁に

つけられた外階段の鉄 の がかなり進行しており，

な である。 

3) コンクリート 度  

コンクリート は，地下階 1 所，1 階壁 3

所 1 所，2 階壁 3 所 1 所，3 階壁 3

所の 12 所を行い， は ３-１の通りである。

度は，当時の設計規 度 13 5 2に しいずれ

も高い を示した。 ， 度も現在使用されているもの

に比べても同等以上の 度を有する 実なコンクリート

が 設されている。 

4) 鉄筋 食  

-１にあるように，地下 1 階屋内側，1 階屋外側 2

所， び 2 階屋外側１か所の合計 4 か所で鉄筋 食

を行った。 は，地階は，かぶり さが 9 とかな

図 -１ 上 と の配 の （北立面の配 は 図 ス， かの は ） 
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り かったため，わずかな にとどまったが，1 階以

上の外壁側の鉄筋には が がっている， は面 び

となって きが生じている， いは 面 がみられた。 

5) 中性化  

中性化 さは， -３にあるように 12 か所で し

た。 は，1 階屋外側，2 階屋外側，2 階屋内側，2 階

屋外側，2 階 ，3 階屋内側でかぶり さである 30

を超えて進行している。一 的には中性化は屋内側で進

行するが，本建 の場合，外壁側も進行がみられる。そ

の が鉄筋の にも反 されていると われるので，

な中性化 が である。 

5.  計  

1) 方針 

 は， 文 34)から 36)に げた に され

たものを とする。 使用 ， 指 は以下の

とおりである。 

成者  )構造 ス  

使用 名  - L 1 

指  

定 本指  ２ 用 0 6 

         １ 用 0 8 

地 指  1 0 

地 指        1 0 

用 指        1 0 

・  定     ・ 0 3 

2) に して行った 定・ ル化 

 本建 は ー 構造で計画されているが，壁 ，壁

の個所が多く に で，また壁に 重を 担させ

る平面計画がされているため，壁式構造として

を行った。 

 本建 は地上 3 階建て地下１階建てであるが，地下階

の１ 3 を超える部分が 出していると見受けられるた

め，地下階も地上階とみなして の とした。 

 数は，2 を採用する。 

 鉄筋の 度は， により， （ 235）

で 294 2 と設定した。 

 コンクリートは， 階が 通コンクリートである。

度は， 設計 度， 正 度（ ３-１)，

計 度）とする。よって， 度は下 となる。 

地下 1 階 13 5 2   1-3 階 16 88 2 ) 

 仕上げについては，設計当初計 の重 から り

出した を入 としており，屋根は 1544 ，居室は

2023 ，食堂は 1881 とした。 重は，食堂

は 2900 ，その は 1800 とした。 

 年指 は，１ 用 0 8，２ 用 0 851 と

した。 

 形 指 に関する平面 性， 面 性の 定は，

率 ， 性率 の規定によるものとした。 

形 指 は，地下１階 方 0 648，地下１階 方

0 810，その 0 9 となった。 

3) 計  

計 は -１のとおりである。地上階について

は 方 共指 を上 る となったが，地下１階に

ついてはいずれも指 を下 る となった。 

また，地階 1 階については，部分地下であるため，面

比から上 階の重 を約 1 3 とした別 ルでの

析も行ったが，やはり かに指 を下 る となっ

た。 としては，地下階は の階に比べ， 率が大

きく，形 指 の が大きい が げられる。また，

設計当初の地 に し，現行の地 は２ 以上であ

るため，下階程 性が する を した。 

5.5  

現 の計 方法では，地下 1 階について， 性 を

していない。コンクリートの については，外壁

を中 に鉄筋が 出する び れがみられ，鉄筋の

も見受けられる。また建 として中性化が進行し，

の内部でも が進行していると えられる。 

 

. 計画 

.1 の  

本 では 文 37)～39)を にしながら に

な計画を行う。まず に さわしい部分や部位を定め，

続いて活用を にするための 上の 置， 備項目

を し， にむけた 筋や を 示する。なお，

.3 1)の敷地内 については一 社 法人 地 生

有 による をうけたものである。 

.2 明桂寮の と  

明桂寮の建 の は 2 で じた建築史的位置づけか

ら き出せる。まず， 造という しい構造を学生寮に

入するにあたって， 例的な居室配置を し，食

堂や家事 間を した，学風が れた平面計画であっ

た。そして外 のベースとなったイ リ イト 式は

-１ 計  
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地下階の一部のみ があったが，その は につい

ては 面どおりであったため， の構造 から し

て を行った。部 についても，構造 と現地で

した ・ のサイズにほ はなかった。また壁 に

ついては，コンクリートコ を採 した部位については，

設計 通りであることを した（図 -１）。 

2) 歴外  

 外 にあらわれたコンクリートの び， ，鉄筋

出については .で述べた通りである。そのほか，西壁に

つけられた外階段の鉄 の がかなり進行しており，

な である。 

3) コンクリート 度  

コンクリート は，地下階 1 所，1 階壁 3

所 1 所，2 階壁 3 所 1 所，3 階壁 3

所の 12 所を行い， は ３-１の通りである。

度は，当時の設計規 度 13 5 2に しいずれ

も高い を示した。 ， 度も現在使用されているもの

に比べても同等以上の 度を有する 実なコンクリート

が 設されている。 

4) 鉄筋 食  

-１にあるように，地下 1 階屋内側，1 階屋外側 2

所， び 2 階屋外側１か所の合計 4 か所で鉄筋 食

を行った。 は，地階は，かぶり さが 9 とかな

図 -１ 上 と の配 の （北立面の配 は 図 ス， かの は ） 
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り かったため，わずかな にとどまったが，1 階以

上の外壁側の鉄筋には が がっている， は面 び

となって きが生じている， いは 面 がみられた。 

5) 中性化  

中性化 さは， -３にあるように 12 か所で し

た。 は，1 階屋外側，2 階屋外側，2 階屋内側，2 階

屋外側，2 階 ，3 階屋内側でかぶり さである 30

を超えて進行している。一 的には中性化は屋内側で進

行するが，本建 の場合，外壁側も進行がみられる。そ

の が鉄筋の にも反 されていると われるので，

な中性化 が である。 

5.  計  

1) 方針 

 は， 文 34)から 36)に げた に され

たものを とする。 使用 ， 指 は以下の

とおりである。 

成者  )構造 ス  

使用 名  - L 1 

指  

定 本指  ２ 用 0 6 

         １ 用 0 8 

地 指  1 0 

地 指        1 0 

用 指        1 0 

・  定     ・ 0 3 

2) に して行った 定・ ル化 

 本建 は ー 構造で計画されているが，壁 ，壁

の個所が多く に で，また壁に 重を 担させ

る平面計画がされているため，壁式構造として

を行った。 

 本建 は地上 3 階建て地下１階建てであるが，地下階

の１ 3 を超える部分が 出していると見受けられるた

め，地下階も地上階とみなして の とした。 

 数は，2 を採用する。 

 鉄筋の 度は， により， （ 235）

で 294 2 と設定した。 

 コンクリートは， 階が 通コンクリートである。

度は， 設計 度， 正 度（ ３-１)，

計 度）とする。よって， 度は下 となる。 

地下 1 階 13 5 2   1-3 階 16 88 2 ) 

 仕上げについては，設計当初計 の重 から り

出した を入 としており，屋根は 1544 ，居室は

2023 ，食堂は 1881 とした。 重は，食堂

は 2900 ，その は 1800 とした。 

 年指 は，１ 用 0 8，２ 用 0 851 と

した。 

 形 指 に関する平面 性， 面 性の 定は，

率 ， 性率 の規定によるものとした。 

形 指 は，地下１階 方 0 648，地下１階 方

0 810，その 0 9 となった。 

3) 計  

計 は -１のとおりである。地上階について

は 方 共指 を上 る となったが，地下１階に

ついてはいずれも指 を下 る となった。 

また，地階 1 階については，部分地下であるため，面

比から上 階の重 を約 1 3 とした別 ルでの

析も行ったが，やはり かに指 を下 る となっ

た。 としては，地下階は の階に比べ， 率が大

きく，形 指 の が大きい が げられる。また，

設計当初の地 に し，現行の地 は２ 以上であ

るため，下階程 性が する を した。 

5.5  

現 の計 方法では，地下 1 階について， 性 を

していない。コンクリートの については，外壁

を中 に鉄筋が 出する び れがみられ，鉄筋の

も見受けられる。また建 として中性化が進行し，

の内部でも が進行していると えられる。 

 

. 計画 

.1 の  

本 では 文 37)～39)を にしながら に

な計画を行う。まず に さわしい部分や部位を定め，

続いて活用を にするための 上の 置， 備項目

を し， にむけた 筋や を 示する。なお，

.3 1)の敷地内 については一 社 法人 地 生

有 による をうけたものである。 

.2 明桂寮の と  

明桂寮の建 の は 2 で じた建築史的位置づけか

ら き出せる。まず， 造という しい構造を学生寮に

入するにあたって， 例的な居室配置を し，食

堂や家事 間を した，学風が れた平面計画であっ

た。そして外 のベースとなったイ リ イト 式は

-１ 計  



 
日本で 例がなく，さらに「 ッ ン的手法」の実

がわかる 有な実例である。そして で示した通り，

法時代の 造は当時 有の構造設計を行っており，

同時代の 構が 少する中で大 重である。 

なお本 と並行して，明桂寮の住まい方についての

・ が進められている。その によっては，室

内の社 史的・生活史的な が たに 明する 性

もある。 

以上を まえて， な り手を加えない「 部分」

（外 は方位 と，室内は部屋 位），「 部位」（部位

と）とそうでない「その 部分」「その 部位」を

する。まず外 については， が 少性の高い 式の

定 となっているので「 部分」とする。た し

西面にある外階段は 1979 年に り えられたもので，

化も進んでいるため， が な「その 部分」とす

る。また方形 の上の やサンバースト型のサッ は

1976 年に り かれてしまったが，イ リ イトの重

な であるため， らかの形で されることが期

される。 

続いて室内については，上述の生活史的 の を

って「 部分」と「その 部分」にわけていく見通

しであるが，現時 では， の学生寮に見られない「主

婦室」，「女中室」や内 の が る「 室」，平面計

画の大きな である食堂や台所が有 である。 に壁

配置は構造 や寮の建築計画の歴史の上で がある

ため，「 部位」としていく。た し，２，３階の南面

する居室では木 の間仕切り壁が多いため「その 部分」

「その 部位」とできる。これらの壁を すれ 比較

的大きなスペースとなり， 々な活用の 性が がる。

また 2 で 述したイン リ ・ ントはほとんど

われてしまったが，か うじて っている建 や一部の

壁仕上げに歴史 式の があり，「 部位」としたい。 

.3 計画 

に建 を活用するための 上の 置，すなわち，

時の や 性の のための を する。

また活用の上で 備が な一 的な事項も する。 

1) 計画 

 本建 は 構造であり， 性 ， 性 は高いと

えられる。延面 が 1 282 66 ，3 階建てで 1 あた

り 440 程度であるので， 区画は であるが，

区画は である。 については 建 北側玄関 と

入隅に屋内階段，そして西側端に外階段があり，２以上

の 通階段を備えている。建 の最も長手の部分（南北

長）で 30 であり， 通階段までの 行 も な

い。廊下 は 1 7～1 8 程度，室内階段で 1 5 ほど，屋

外階段では 0 9 ほどであり，ほとんどの用 に

である。 の を し，また 用の 明を設置

する。 

敷地については 建 外周に 分な 地があり，

には ない。た し，敷地が する は 6 以下であ

り，また明桂寮から く， の をうけにくい。そ

の としては，寮地を東西に 通する敷地内通 を，

6 の ・私 として開 することである。この は

敷地内のほかの施設の建て えにも関係するので，敷地

の有効活用にもつながる。また い が多い周辺

地 にも できるのではないか。 

2) 性の  

現行の建築 法の は，比較的大きな地 に

見 われたとき， はするが しないことを目指し

ている。 法すべてを 用する のない文化 にお

いても，人の立ち入りを める り 法並みの「

水 」が められている。それに し，本 の

明桂寮は 分な 性がないことがわかった。最大の

は，地階平面がほかの階に比べて に さく っ

た位置にあり 率が大きくなったこと 。 にか

かわる場所が地下であるため 善が である。 

た し，この地階は南面，東面で外部に 出している

ことから計 に めているので，逆に 出をなくせ

からはずれる。よって「 水 」に するため

の有 な方法は，地階 出部分の外側を で めること

である。建 外周から２から３ くらいのとこ に 壁

を設置すれ な を できる見 みである。

壁の高さについては地階の 分の が れていれ よい

ので，2 5 程度となる。地面に れる壁は である

があるため，地階の を して壁とする。 

なお，文化 では できる で を する

「 水 」という 性 の設定もある。しかし

木造建築 等と なり， の建 が した後に の文

化 的 が てるかは大 もとない。本建 に

を見出し を むからには「 水 」の実現を

目指したい。 

もし地階外側を めるという ー をとった場

合，「 部分」として定めた外 の一部，および地下の

室が南面し明るいことを示せなくなる。 後も

の のための 々な を専門家に い合わせていく

が，これ以外の方法がない場合は，実測 に加え動画な

ど 々な での を していきたい。 

このほか構造上の として，鉄筋 食が多数発生し

ている。そのうち ードが 4 や など が重度である

場合は鉄筋の を行い，それより い場合は イ

で の を行ったうえで を り め す。ま

た が こっている 所ははつり出したうえで 置を

行う。中性化や鉄筋 食 から建 での発 が

われるため， ル リ化なども である。 にこれ

以上の発 を ぐため，屋上 水も引き す。 

3) その にかかわる 置 
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外壁仕上げにうきや び れが見られるが，その 下

は 用者に を えか ないため， を行う。室内

においては 居室の開 部の下端が から高さ 750 程

度のことが多い。 当 所には 下 の 置を行う。 

4) 活用の上で 備が な事項 

時 用する施設とするなら と水 の 入

および コンの 入，内 の 善が となる。より

的な施設とする場合は ベー の設置が である。 

 

7. の  

.で明らかになったように，明桂寮の な 用のた

めには，最 でも地階周辺の 工事や 壁の鉄筋および

仕上げの ， ル リ化，屋上 水工事が であ

る。 に外部からの ク スのための敷地の 備も

である。その 用は現在ある建 を有効 用するとい

う ベルではなく，本 的な が と われる。通

の大学 営の の中では されるであ う。 

しかし，その 120 年の歴史を一つの とする日本女

子大学にとって，それを ける建 は 的な を

つ である。そして明桂寮活用を 機とした の

備は敷地と地 の活性化をもたらす。 に女子教育を

えた西洋 は社 史・建築史的にも く関 を たれ

る う。よって，その関係者は大学に られない。本

で明 になった と の見通しを えて，より

多くの 者・ 者を していきたい。 

 

 

歴史的建 および鉄筋コンクリートの ・ に造

の い外部の専門家に ドバイス， を多数いた

きました。ここに して感 し上げます。 

本 一 （東 大学教授）， 金 和 （一 社 法人

地 生 ）， （日本女子大学教授）， 一

（日東設計事 所）， 木 （日本女子大学名 教授），

中 （ 洋コンサル ント（当時）），平 （清水

所），平 （ 建築 所）， （清水

建設 所），藤 （東 大学名 教授）， 木

（佐藤 合計画） 

 

 
注1) 寮の規模について成瀬は，多数の女性を一つの 間に集
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で，それを ぐために さくする，という説明もしている。
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日本で 例がなく，さらに「 ッ ン的手法」の実

がわかる 有な実例である。そして で示した通り，

法時代の 造は当時 有の構造設計を行っており，

同時代の 構が 少する中で大 重である。 

なお本 と並行して，明桂寮の住まい方についての

・ が進められている。その によっては，室

内の社 史的・生活史的な が たに 明する 性

もある。 

以上を まえて， な り手を加えない「 部分」

（外 は方位 と，室内は部屋 位），「 部位」（部位

と）とそうでない「その 部分」「その 部位」を

する。まず外 については， が 少性の高い 式の

定 となっているので「 部分」とする。た し

西面にある外階段は 1979 年に り えられたもので，

化も進んでいるため， が な「その 部分」とす

る。また方形 の上の やサンバースト型のサッ は

1976 年に り かれてしまったが，イ リ イトの重

な であるため， らかの形で されることが期

される。 

続いて室内については，上述の生活史的 の を

って「 部分」と「その 部分」にわけていく見通

しであるが，現時 では， の学生寮に見られない「主

婦室」，「女中室」や内 の が る「 室」，平面計

画の大きな である食堂や台所が有 である。 に壁

配置は構造 や寮の建築計画の歴史の上で がある

ため，「 部位」としていく。た し，２，３階の南面

する居室では木 の間仕切り壁が多いため「その 部分」

「その 部位」とできる。これらの壁を すれ 比較

的大きなスペースとなり， 々な活用の 性が がる。

また 2 で 述したイン リ ・ ントはほとんど

われてしまったが，か うじて っている建 や一部の

壁仕上げに歴史 式の があり，「 部位」としたい。 

.3 計画 

に建 を活用するための 上の 置，すなわち，

時の や 性の のための を する。

また活用の上で 備が な一 的な事項も する。 

1) 計画 

 本建 は 構造であり， 性 ， 性 は高いと

えられる。延面 が 1 282 66 ，3 階建てで 1 あた

り 440 程度であるので， 区画は であるが，

区画は である。 については 建 北側玄関 と

入隅に屋内階段，そして西側端に外階段があり，２以上

の 通階段を備えている。建 の最も長手の部分（南北

長）で 30 であり， 通階段までの 行 も な

い。廊下 は 1 7～1 8 程度，室内階段で 1 5 ほど，屋

外階段では 0 9 ほどであり，ほとんどの用 に

である。 の を し，また 用の 明を設置

する。 

敷地については 建 外周に 分な 地があり，

には ない。た し，敷地が する は 6 以下であ

り，また明桂寮から く， の をうけにくい。そ

の としては，寮地を東西に 通する敷地内通 を，

6 の ・私 として開 することである。この は

敷地内のほかの施設の建て えにも関係するので，敷地

の有効活用にもつながる。また い が多い周辺

地 にも できるのではないか。 

2) 性の  

現行の建築 法の は，比較的大きな地 に

見 われたとき， はするが しないことを目指し

ている。 法すべてを 用する のない文化 にお

いても，人の立ち入りを める り 法並みの「

水 」が められている。それに し，本 の

明桂寮は 分な 性がないことがわかった。最大の

は，地階平面がほかの階に比べて に さく っ

た位置にあり 率が大きくなったこと 。 にか

かわる場所が地下であるため 善が である。 

た し，この地階は南面，東面で外部に 出している

ことから計 に めているので，逆に 出をなくせ

からはずれる。よって「 水 」に するため

の有 な方法は，地階 出部分の外側を で めること

である。建 外周から２から３ くらいのとこ に 壁

を設置すれ な を できる見 みである。

壁の高さについては地階の 分の が れていれ よい

ので，2 5 程度となる。地面に れる壁は である

があるため，地階の を して壁とする。 

なお，文化 では できる で を する

「 水 」という 性 の設定もある。しかし

木造建築 等と なり， の建 が した後に の文

化 的 が てるかは大 もとない。本建 に

を見出し を むからには「 水 」の実現を

目指したい。 

もし地階外側を めるという ー をとった場

合，「 部分」として定めた外 の一部，および地下の

室が南面し明るいことを示せなくなる。 後も

の のための 々な を専門家に い合わせていく

が，これ以外の方法がない場合は，実測 に加え動画な

ど 々な での を していきたい。 

このほか構造上の として，鉄筋 食が多数発生し

ている。そのうち ードが 4 や など が重度である

場合は鉄筋の を行い，それより い場合は イ

で の を行ったうえで を り め す。ま

た が こっている 所ははつり出したうえで 置を

行う。中性化や鉄筋 食 から建 での発 が

われるため， ル リ化なども である。 にこれ

以上の発 を ぐため，屋上 水も引き す。 

3) その にかかわる 置 
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